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1. はじめに 
超高速光伝送システムにでは、波長分散が主な伝送特性

の劣化要因となる。一定量の波長分散の影響は、分散補償

ファイバなどの光部品を用いることで改善することが可能

である。しかし、光ファイバには波長分散の温度依存性が

存在し、伝送速度が 40Gbps 以上になると温度変化による

波長分散の変化を補償することが必要となる。分散補償器

を用いて補償を行う場合に、波長分散がどちらの極性にシ

フトしているのかを把握する必要がある。本研究では、分

散の極性を把握するために、ビットパターンに依存した符

号間干渉を実験的に測定し、昨年に行われたシミュレーシ

ョン結果との比較を行ったので報告する。 

2. 符号間干渉測定による補償原理 
光ファイバに入射する信号光を増大すると自己位相変調

（SPM）が生じる。SPM が起こると、図１に示すように正

の波長分散領域ではパルス圧縮が生じ、逆に負の波長分散

領域ではパルス広がりが生じる。そのため、パルス幅が狭

いと、広い場合に比べ圧縮、広がりの影響を著しく受け、

分散の値によってパルスの高さが図１に示すように大きく

変動する。この現象を利用することにより、波長分散の極

性を把握することができ分散補償器を用いて逆極性方向へ

の補償を行う。 

3. 測定系および測定結果 
符号間干渉の測定系を図２に示す。変調信号は

10GbpsNRZ(PRBS11 段)とし、チャープレスとするため、

外部変調器を用いて 10Ｇbpsのプッシュプル変調を行った。

また、SPMを起こすため、ファイバに入力する光信号のパ

ワーは光増幅器を用いて 12.5ｄＢｍとした。全体的な信号

の劣化を一定にするため、誤り率が 10－7のときの受光電力

で測定した。正の分散領域の測定において、伝送用ファイ

バは 1.3μm零分散のシングルモードファイバ(SMF)を波長

1.55μmで用いた。1.55μmでの波長分散は 17ps／km／nm
である。伝送距離を 25km、50km、75kmと変化させること

で、分散値ごとの干渉を測定した。負の分散領域の測定に

ついては、SMF25kmに分散補償ファイバ(DCF)を接続する

ことで負の分散を得た。1.55μmでのDCFの波長分散は-
1007ps／nmである。さらに分散値の大きい領域については

SMFに変えて波長 1.55μmにおいて零分散である分散シフ

トファイバ(DSF)20kmを接続した。DSFはSPMを生じさせ

るために用いた。符号パターンは図１のように波長分散の

正負により符号間干渉が大きく異なる [1.0.1.0.1] と
[0.1.1.1.0]パターンをPRBSの符号系列より抽出して測定し

た。 
測定結果を図 3 に示す。ビットパターンが[1.0.1.0.1]、

[0.1.1.1.0]共に符号間干渉量はシミュレーション結果とほぼ

一致した。 

4. まとめ 
符号間干渉の波長分散依存性を実験的に測定し、シミュ

レーション結果とほぼ一致した。従って、この 2 パターン

の符号間干渉を測定することで、波長分散の極性を把握で

きることを実験的に示した。 

 図 1 分散補償の原理  

       図 2 測定系の基本構成 

図 3 10Gbps における符号間干渉の 
波長分散依存性とアイパターン 

 


